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 背景：我々の先行研究は内臓痛覚中の右背側前頭前野 への低周波数反復経頭蓋磁気刺激 が大
腸粘膜への電気刺激によって誘発された不安を減少させることを実証した。しかし、その現象が右 に
特異的であるのか、左 への でも生じるのかは不明である。そこで、主に以下の 仮説を検証し
た。仮説 右 への低周波 によって、大腸電気刺激誘発性の内臓感覚・陰性情動が特異的に抑制
される。仮説 左 への高周波 によって、大腸電気刺激誘発性の内臓感覚・陰性情動は抑制され
る。
方法：平均年齢 ± 平均± の健常者男性 名を対象とし、右 あるいは左 刺激
を行った。直腸に電気刺激（ あるいは ）を行い、 には 、 の低周波数（ ）
あるいは の高周波数（ ） のいずれかを組み合わせて、 直腸無刺激、






は電気刺激 によって惹起される内臓感覚情動総スコアを有意に減少させた（ ＜ ）。また、右
により血中 濃度は有意に上昇した（ ＜ ）。左 への 刺激では、内臓感
覚情動総スコアは直腸 電気刺激と変わらなかった。 により、血中 、コルチゾール濃度は
有意に上昇した（ ＜ ）。
結論：右 への低周波数 によって、大腸電気刺激誘発性の内臓感覚・陰性情動が特異的に抑制さ
れ、仮説 は支持され、仮説 は棄却された。また、左右 への高周波数 によって、視床下部
下垂体 副腎皮質軸が活性化されることが示唆された。今後、この研究を進めることにより、脳腸相関におけ
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る の役割がより明確になり、難治性腹痛を示す病態群への新しい治療を開発し得ると考える。
 
 
